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結果は次のとおりである。

1．リンゴ斑点落葉病の初発生は5月中旬に認めら

れ，その後8月中旬から7月中旬にかけて急激な発病

の増加がみられる。7月中・下旬には一時停滞気味に

経過し，8月上旬から9月にかけてもかなりの発病が

みられる。

2．発病増加と気温との関係は密接であり，最高気

温25℃以上，平均気温18℃以上，最低気温15℃

以上で発病の増加が認められ，それ以下の温度では，

発病の増加はきわめて少ない。特に最低気温15℃は，

本病の発生を多くする限界温度と推定される。

5．発病の急激な増加は降水量との関係が密接であ

り，調査期間内の膝雨がおおむね40戯〝以上で発病が

多くなり，100此花を越す降雨では著しい増加が認めら

れる。気温が高い状態での降雨は，一般に発病の増加

を多くする。

4．発病の増加と日照時間との関係は，あまり明瞭

な結果とはいえないが，調査期間内の日平均日照時間

が8時間以下になると発病の増加が多くなる憤向が認

められる。

リ　ンゴウイルス病に関する研究

第1報　各種リンゴウイルス病の木本指標植物での反応
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（青森県りんご試）

1．ま　え　が　き

わが国ではリンゴウイルス病として奇形果病，鎮果

病，モザイク病および高接病の4種が認められている

が，これらのはかに諸外国ではいくつかのリンゴ潜在

ウイルス病の存在が報告されている。

一方，青森県においては高接病はもとより，奇形架

病，病巣病，モザイク病も近年緩慢ではあるが増加す

る慣向がみられるところから，私たちはこれらのウイ

ルス病についての研究に着手し，そのうち既往のリン

ゴウイルス病が潜在ウイルスと混在していることが考

えられるので，木本指標植物を用いて，その有無につ

いて検索した。

2．試　験　方　法

りんご試験場保存の奇形果病，モザイク病，高接病

の5種のリン／ゴウイルス病保毒樹から穂木を採取し，

リン′ゴ実生台上に7種額の木本指標植物を接ぎ，さら

にそれらのおのおのに供試穂木を切接し，病徴を2年

にわたり継続観察した。各組合せとも5本を供試した。

なお，活着をよくするために積木後約1カ月間ポリ

エチレン袋をかぶせた。

接木月日　昭和45年4月28日

供試したリソゴウイルス病の種類と来歴

奇形巣病：昭和40年，南津軽郡浪岡町の小倉氏

園に発生した樹（国光）から穂木を採取，

5年生国光に接木して床存，現在，果実

は奇形果症状を呈する。

モザイク病：昭和59年，弘前市鬼沢の山崎氏園

に発生した樹（国光）から穂木を採取し

て保存，現在，モザイク症状を皇する。

高接病　6－545，S－546：マ′レミヵイドゥによ

る高接病検定の結果，高接病保毒と認め

られた当場内スターキング・デリシャス

成木　現在高接病症状を示していない。

供試した木本指標植物の種税と来歴

MalLlS pru∴nlf011a：和名，マ′レ′ミヵイドゥ，

50王lK．var．rl ngo

ASAM工（セイシ台）
当場内台木見本園

MalmS Slebold・11：和名，ミツバカイドゥ，
R EH工）．

岩木山麓に自生してい

るものを当場内台木見

本園に移植
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MalLIS　81ebold・11：和名，コノミノズミ

Var・arboreseen日　当場内台木見本園
R EH D、

Malu8　platycar－　：農林省園芸試験場盛

pa BdHD　　　　　岡支場から植木として

分譲

Sp7－227・

8－12740－7A　　　　　　：同

Varglnla c rab　　　：同

上
　
上
　
上

る．試験結果および考察

各種リンゴウイルス病を7種の木本括標植物に接木

接種したところ次のような病徴がみられた。

マルパカイドウ：接木後約1ヵ月ころから新し上う

葉にneero818（1eaf necrosIs）が現われ，

約2カ月後ころから新しようの表皮に発疹状の填死斑

点くShoot necr0818）および新し上う先端に亀

裂が現われた。

秋期になって新しェうの樹皮，木質部にnecr0－

818（1n∴ner bark neerosI s）の発生が認め

られた。翌春，Shoot necr0813　を生じた新し

ょうからの葉芽の発芽は無病のものに比佼しておそく，

展葉した葉はわん曲し，1eaf necros18を伴い，

生育は極端に劣った。

ミツ′くヵイドウ：ehlorOtlC leaf　8pOt

とstuntの2つの病徴が現われたが，両者の病徴が

同一個体に重複して現われることはなかった。Chlo－

ro tle leaf SpOt　は接木後，約2カ月ころ

から現われ，夏期に病徴は一時消失したが，秋に再び

発現した。Stuntは新しェうの生育が極端に劣り，

節間が短い。
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コバノズミ　ニ接木後，約2カ月ころから褐色斑点

（brown SpOt）が新しよう葉に現われた。秋には

新しように病徴は認められなかったが，翌夏，新しよう

の基部附近に亀裂が現われ，樹皮，木質部に　ne●

croe18の発生が認められた。

Spy－227：藤木後，約2カ月ごろから新しヱう

業にchlOrOtlC leaf SpOtが現われ，夏期に

病微は一時消失し，秋に再び発現した。また秋に樹皮，

木質部にnecrosIsの発生が認められた。翌春，新

しょうの葉芽は全く発芽せず，新しょうの先端から漸

次枯死した（8h00t d．ecllne）。

Malus platycarpa：藤木後，約2カ月ころ

から11ne patternが新しェう葉に現われ，夏期

に病徴は一時消失し，秋に再び発現した。

8－12740－7A：接木後，約2カ月ごろからchlO－

rotlc lea f gpOtが現われ，夏期に病徴は

一時消失し，秋に再び発現した。さらに新しょうの生

育はきわめて悪く，Stはntを示した。

Varglnla crab：秋期に病徴は認められなか

ったが，翌夏になってste皿にplttlngが現われ

た。

なお，ミツバカイドゥ，8－12740－7Aに　S tlユn t

が現われたが．　本試験ではポリエチレソ袋を被せ

たことにより，生育が一時抑制されたことも考えられ

るので，本病徴についてはさらに検討したい。

供試した5種のリンゴウイルス病が，7種の木本指

標植物に示した反応をまとめると第1表のとおりであ

る。

第1表　各種リンゴウイルス病の木本指標植物での反応

マ′レ′ミヵイ ドウ ミツ／ミヵイ ドウ コバ ノ ズ ミ S p y ー 2 2 7
胞 1 u 8

p l a t y C a r p a

月－ 1 2 7 4 0　－ 7 A V a rg l n l a －　C r a b

奇　 形 果 病
L N ． S 封

工B 刃
C 上JS （？） 0

C 工J S ． 工B N　S D
L P 0 －

モ ザ イ ク 病
⊥軋 S が

工8 封
0 0

C 工∫S ． 工B N　S 工）
0 0 －

高 接 病

S － 5 4 5

L N ． S N

工B 封
S B S ． 工B N

C 工JS ． 工 B M　S 工）
L P C IJ S ． S P

高 接 病

S － 5 4 8

L N ．S N

工B N
C 上J S B S ． I B N

C 上J S ． 工B 月　日］） i
L I） C ムS ． S P

対 照 無 接 種 0 0 0 0 0 0 0

注・LN：1eaf necroBIB．S封：8h00t neCrOSlS．C工」S：chlorot．1cleaf BpOt
LP：11ne pattern．　　＝BN：1nner barknecrosis．　S：8tunt

SI）：decllne p：plttlng O：無病敬　一：括着せず
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奇形果病の植木はマルバカイドゥ，ミツ′くカイドゥ，

8py－227，M．platyCarpaに病徴を示したが，

モザイク病はマルパカイドゥ，Spy－227のみに病徴

が認められた。

高接病として供試した2種煩の穂木は7種の木太指

標植物の全てに病徴を示し，またミツバカイドゥを除

いて，同一な病徴を示した。沢村らは，本邦における

リソゴ潜在ウイルスの存在を木本指標植物を用いて検

索した報告の中で，高療病ウイルスは既知のウイルス

とは異なる未同定のウイルスであることを立証し，本

病をマルノミヵイドゥを侵すウイルスとして，マル′くヵ

イドウ衰弱症と呼ぶことを紗昌している。本試験に用

いた奇形果病，モザイク病の穂木はマル′くヵイドゥに

高療病と同じ病微を示すところから上記のマルパカイ

ドウ衰弱症を混在している疑いもある。

高接病の2種類棟木はいずれもコパノズミにbroWn

8pOtと新しように顔著なeraek，1mner bark

neerosIsを示した。一方，奇形果病，モザイク病

の槻木には病徴は現われなかった。

また，諸外国で報告されているリンゴ潜在ウイルス

病の中でehlOrOtlC leaf SpOt VlrLISは

Spy－227，B－12740－7Aに　ChlO r O tl e

leaf　8pOち肌　platycarpaに11ne pat－

ternを示すことを山Ckwllll）が記載しており，

また，8te皿　plttlng Vlru．8　はVarglnla

Crabに8tem plttlngを示すことをPo8ne－

tte，CrOpleyl・2）が述べている。これらの病徴は

供試した高接病の植木の木本指療植物にそれぞれ発生

がみられるところからChlOrOtlcleaf8pOt

VlrL18，9tem plttlng vlru日が供試植木に

存在することが示唆された。

Sp7－227　には5種のリンゴウイルス病の植木と

もehlOrOtleleaf　8pOtと新しょうにde－

Cllneがみられ，d．ecilneはPosnet，te，Cr－

Opley　　が記載した8py－227　d．eciine vl－

ru・日　に頗似する。しかし，8py－227d．ecllne

Vlru日の病徴として葉にeplna8ty，新し上うに

8tllntが現われるとしているが，本供試植木にはい

ずれも発生がみられなかったので，今後さらに検討し

たい。

4．摘　　　　要

リソゴ試験場保存の5種のリン′ゴウイルス病床毒樹

より種木を採取し，リンゴ実生台上に7種煩の木本指

標植物をつぎ，さらに試験植木を切接して病徴を継続

戟察した。

マルバカイドゥでは高接病の棟木が1eaf necr0－

818，　8hoOt neCrO818および1nner ba－

rk necro818　の病教を示し，また同様の病微が

奇形果病，モザイク病の植木にもみられた。このこと

から高接病の枯木の中にある種のウイルスと額似のも

のが前記ウイルス病とともに潜在している疑いもある。

高接病と供試した2種類の穂木にはいずれもcblO－

r otl c leaf　8pOt Vlru8，　日templt－

tlng vlru・8が存在することが示唆された。

供試した5種のリンゴウイルス病の植木はいずれも

白py－227　d－eCll ne Vlrtl白　を存在する疑いが

もたれるので今後さらに換討したい。
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